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メッセージ

「豊かで、持続的発展可能な社会」
の実現をめざします

代表取締役社長

　2012年6月、ブラジルのリオデジャネイロにおいて、「国連持続可能な開発会議（リオ＋20）

が開催され、100か国以上の国からの参加者が、環境保護と経済成長を両立する「グリーン経済」

が重要であるという認識で一致しました。国内においては、東日本大震災とそれに続く原発

事故をきっかけに、クリーンで安全なエネルギーの安定確保について国民的関心が高まって

います。今こそ私たちは、限りある資源やエネルギーを、より有効かつ効率的に利用し、環

境への負荷軽減を実践すべきときであると考えます。

　井関グループは、1926年の創業以来、農業機械の提供を通じて、農業の効率化、作業の軽

減による生産性向上に尽力してまいりました。また、これまでに培った技術力に磨きをかけ、

燃料、肥料の更なる節減を実現できる商品の開発と普及を図るとともに、商品の開発や製造、

物流、事務分野においても環境を意識した様々な取り組みを行っております。例をあげますと、

燃費と時間効率を高めた乾燥機の開発、低コスト水稲移植を実現する疎植栽培システムの普

及、30%の減肥を可能とする畝内への肥料施用作業機の推進などに取り組んでおります。また、

東日本大震災からの復興を目指す東北農業に対しましては、「東北農業の復興なくして日本農

業の飛躍はありえない」との認識に立ち、「復興から飛躍へ」を合言葉に掲げ、地域の要望に

密着して取り組んでおります。当社の持てる最新の技術を織り込みながら、今後とも継続し

てまいります。

　井関グループの環境保全への取り組みは、製造事業所を中心にスタートし、本社機構、販

売会社に至るまで、グループ全社に環境マネジメントシステム（EMS）を導入しました。環

境配慮のため、開発初期段階から生産、商品流通、販売サービスに至る、井関グループの企

業活動の全てにおいて具体的な目標と推進管理体制を構築し活動

しております。

　井関グループは、循環型社会形成に寄与することが社会的責任

であると認識し、経営の最重要課題のひとつとして位置付けてお

ります。引き続き「豊かで、持続的発展可能な社会」構築のため

努力してまいります。

　この度、本書において当社の環境保全活動の取り組み姿勢と

2012年度の活動状況についてご報告申し上げます。

　今後も、グループ全体で環境マネジメントを行うことにより一

層の環境保全への改善を進め、社会的責任を果たしてまいりたい

と考えております。皆様からのさらなるご指導、ご鞭撻をお願い

申し上げます。
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〈会社概要〉

社　　　名

本　　　社

本社事務所

創　　　業

資　本　金

従 業 員 数

事 業 内 容

井関農機株式会社
ISEKI & CO., LTD.

愛媛県松山市馬木町700番地
電話  089-979-6111
FAX  089-978-6440

東京都荒川区西日暮里5丁目3番14号
電話  03-5604-7602
FAX  03-5604-7701

当社はつぎの製品の製造および販売を主要な事業内容としております。
整地用機械 ･･････ トラクタ、耕うん機、管理機、芝刈機
栽培用機械 ･･････ 田植機、野菜移植機
収穫用機械 ･･････ コンバイン、バインダ、ハーベスタ、野菜収穫機
調製用機械 ･･････ 籾すり機、乾燥機、精米機、計量選別機
そ　の　他 ･･････ 作業機、補修用部品、農業用施設

1926年8月（大正15年8月）

233億44百万円（2013年3月31日現在）

連結：6,325名（2013年3月31日現在）

〈財務諸表〉

〈連結業績の推移〉 〈2013年3月期商品別売上高の割合〉

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2009年
3月期

売上高（億円）

経常利益（億円）

整地用機械
27%

収穫調整用機械
18%

作業機
補修部品
22%

栽培用機械
11%

その他農業関連
22%

（2013年3月31日現在） （自 2012年4月1日 至 2013年3月31日）

（注）記載金額は､表示単位未満の端数を切り捨てております。 （注）記載金額は､表示単位未満の端数を切り捨てております。

連結貸借対照表の要旨
科　目 科　目 科　目金額（百万円） 金額（百万円）

現金及び預金
受取手形及び売掛金
棚卸資産
その他

流動資産計

負債計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
為替換算調整勘定
少数株主持分

支払手形及び買掛金
短期借入債務
長期借入債務
その他

　売上高
　売上原価
売上総利益
　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　営業外費用
経常利益
　特別利益
　特別損失
税金等調整前当期純利益
　法人税等
　少数株主利益
当期純利益

固定資産計
資産合計

純資産計
負債・純資産合計

有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

金額（百万円）
連結損益計算書の要旨

事業の概要

その他0%
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トラクタ

田植機

コンバイン

輸出用製品

その他の製品

耕うん・管理機 うね内部分施用機

乾燥機 籾すり機

計量選別機 コイン精米機 養液栽培施設

野菜移植機

バインダ

主な商品
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企業統治とコンプライアンス
〈企業統治の取り組み〉

コンプライアンス研修

当社は、経営環境の変化に迅速かつ的確に対応して、公正な経営を維持することを主たる目的として、経営システムを
運営しています。
また、安定的な株主価値向上に努めることが経営の最重要課題とし、株主の皆様やお客様をはじめ、取引先、地域社会、
従業員等のステークホルダーと良好な関係を維持するために、定期的な IR説明会の実施など、情報開示を積極的に実
施することによって、コーポレートガバナンスの充実を図っています。

コーポレートガバナンスと企業情報の発信

〈コンプライアンスの取り組み〉

コンプライアンス担当役員の下、組織横断的なコンプライア
ンスチームが中心になり、コンプライアンス研修を継続的に
行い、コンプライアンス意識の全役職員への浸透を図ること
により、不正と不祥事を未然に防ぐことに努めています。
また、会長を議長とし全取締役をメンバー、全監査役をオブ
ザーバーとする「経営監理委員会」を設置し、コンプライア
ンスの徹底状況をチェックしています。

〈コンプライアンス体制に関する主な対応〉
①「井関グループ倫理行動規範」の策定とグループ全員への
配布、それに即した研修の継続実施
②定期的な「コンプライアンスニュース」の発行、掲示によ
るコンプライアンス意識の浸透
③グループ内部通報制度（倫理ホットライン）の設置と運用

〈井関グループ倫理行動規範の基本理念〉
1. 法令を順守する
2. 基本的人権を尊重する
3. 社会的良識を尊重する
4. 情報を適切に開示し、社会的説明責任を果たす
5. 環境保全に努める

コンプライアンス体制

社会の公正・公平な発展を目指して、お客様や購買先等のお取引先様との間で、公正な取引に資する以下の取り組みに
努めています。

【下請法の順守に対する取り組み】
 ・下請法に規定する要求事項を順守するため、シス
テムによるけん制や監査によるモニタリング等に
より、チェックと監視を定着化させています
 ・下請法に関する直近の勧告事例等を取り入れなが
ら、継続的な教育を行っています

【景品表示法の順守に対する取り組み】
 ・景品表示法の規定に基づき定められた農機公正競
争規約のルールに従い、お客様に誤認を与えず、
必要な情報を記載したチラシ・カタログの作成、
並びに店頭表示に努めています

公正取引の取り組み状況

業務の適正を確保するため、内部統制基本方針を定め、内部統制システムの整備を図り、必要な都度見直しを行ってい
ます。なお、内部統制基本方針については、ホームページにて公開しています。
〈内部統制基本方針（抜粋）〉
　①取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　③損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　⑤当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　⑥監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性を確保する体制
　⑦取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、監査役の監査が実効的に行われることを確保する体制

グループ内部統制の確立

社会性報告



井関グループは、2003年に策定した「井関グループ倫理行動規範」の中で、「基本的人権を尊重し、国籍・人種・信条・
性別・障害の有無等を理由に差別や嫌がらせを行わない」と定めています。
私たちは、この行動規範に則って、人権の尊重に向けた取り組みを進めています。
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人権の尊重と明るい職場を目指して

〈明るい職場を目指した取り組み〉

「健康的で安全な職場」を行動規範として掲げ、井関
グループ全体で安全衛生管理の徹底を図っています。
労働環境が事業場毎に異なることから、各社各拠点の
実態に即した安全衛生活動に取り組んでいます。
特に、製造会社においては、安全衛生パトロールの実
施などで現場の意識向上を促進し、「労働災害ゼロ」
の継続は勿論のこと、災害リスクの徹底した軽減に努
めています。

労働安全衛生

職場環境が従業員の健康に及ぼす影響の大きさを充分
に認識し、快適な職場環境づくりに取り組んでいます。
特に、メンタルヘルスについては、定期健康診断時の
ストレスチェックの実施や、管理職への啓発活動など、
予防に努めています。
また、健康増進の取り組みとして「ウォーキング」も
推進し、多くの従業員が参加しています。

健康管理

井関グループは、労働法を順守し、適正な雇用管理に
努め、国籍・人種・信条・性別・障害の有無等を理由
とした差別的取り扱いをいたしません。

差別的扱いの禁止

井関グループの全従業員を対象に、「倫理行動規範」
を配布し、社会や人との関わりの中で人権を尊重した
行動をとるよう教育しています。
また、セクハラやパワハラなど相手の人格を無視した
行為を禁じ、日頃から自分の言動に充分注意するよう
に指導しています。

人権の尊重に関する教育

井関グループの内部通報制度として、「倫理ホットラ
イン」を開設し、井関グループ企業内部の問題を社内
で事前に察知し、未然に防止することに努めています。
 ・通報ルートは、 ①職制ルート　②人事部ルート
　③弁護士宛の社外ルート　があります。
 ・通報内容は、 ①法令違反　②人権の尊重等の倫理行
動規範　③就業規則等の社内規則違反に関する事項
で、相談し易い環境づくりに努めています。

内部通報制度

高度情報通信社会における個人情報保護の重要性を認
識し、人権尊重の理念を掲げ、プライパシーの尊重と
個人情報保護方針の下、適法かつ公正に個人情報の管
理・運用を行っています。

個人情報の保護

〈労働災害統計〉

〈労働災害統計〉

社会性報告

〈人権の尊重の取り組み〉
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雇用と人材育成
〈雇用と人材育成の取り組み〉

一人ひとりが、その能力を充分に発揮し、仕事上の責
任を果たすと共に、仕事と私生活の両立を通じ、より
充実した人生を送ることができるよう、以下のような
施策を導入しています。（一部の部門が対象のものを
含む）
①勤務地限定職社員の採用
②フレックスタイム制による柔軟な労働時間の設定
③ノー残業デーの実施等を通じた時間外労働の削減
④次世代育成支援対策推進法に基づく、一般事業主行
動計画を通じた子育て支援策の実施

ワークライフバランス

井関グループは、社会的使命を果たすために、必要な
人材の確保に努め、人物本位、能力本位で採用を行っ
ています。
中でも、最重要課題のひとつである海外売上拡大を推
進するため、グローバル展開の加速に対応できる人材
の採用に力を入れています。
また、高い能力と貴重な経験を有する人材の中途採用
も積極的に取り組んでいます。

人材の採用

事業展開のグローバル化が進み、能力ある人材確保が
求められる中、外国人の雇用や女性の管理職登用を進
めています。
今後もこうした取り組みを継続すると共に、多様な人
材がそれぞれの能力を活かし、最大限の成果を発揮で
きるよう、キャリア形成をサポートしていきます。
また、障害者の雇用促進に努めると共に、全ての人が
働きやすい職場づくりに取り組んでいます。

ダイバーシティ

井関グループの持続的成長には、人材育成が不可欠で
あり、グループの人的資産を有効活用し、最大限の成
果を発揮させるため、様々な能力開発に取り組んでい
ます。
新入社員教育以降、従業員の能力に応じた階層別研修
をグループ全体で実施している他、各社各部門におけ
る職種別研修、語学研修、マイスター制度の導入によ
る技術・技能の伝承、自己啓発促進のための通信教育
制度など、きめ細かい教育を進めています。
これまで営業力・サービス力の強化を中心とした研修
で人材育成してきた中央研修所（茨城県つくばみらい
市）に加え、製造現場における人材育成に向けた研修
拠点としてヰセキ・テクニカル・トレーニング・セン
ター（ITTC、愛媛県松山市）を2013年秋に開設し、
現場力の向上を図っていきます。

人材育成

マイスター制度とは、現場の熟練技能者から中堅若手
社員への円滑な技能伝承を促す仕組みです。
重要な職種ごとに熟練技能者の中より、マイスター（卓
越技能者）を認定し、若手社員の技能向上・指導育成
に当たっています。

私は、井関熊本製造所でプレス係に所属し、これ
まで入社以来、プレス一筋で現在に至っています。
日々目で見て、音を聞き、の五感を重視して設備
保全に努め、安全第一、品質確保に取り組んでい
ます。
またマイスターの立場としては、経験の少ない若
手社員に対して、プロ意識を持つこと、即時の判
断力でもって課題への対応ができる等、個人の能
力アップに向けた指導に努めています。

マイスター制度

井関熊本製造所
プレス機械課
 うえ  だ　　　よう すけ

上田　洋介 さん
マイスター職種：プレス

《マイスター紹介》

社会性報告

井関グループでは、変化の激しい事業環境に勝ち残っていくためには、世界の各市場で勝てる商品を開発すると共に、
「人材」が重要なポイントであると位置づけています。このため、従業員の意欲と能力を最大限に引き出し、事業の
発展に結びつくように、働きがいのある職場づくりに努めています。
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お客様の満足を得るために

〈栽培体系ご提案ツール〉
Webサイト「i-NEXT」の中で、「栽培体系ご提案ツール」を
作成しています。このツールの大きな特徴は、タブレット端末
などを使用し、お客様のお住まいの地域や栽培作物・品種・ご
希望のトラクタ馬力等を入力すると、播種から収穫、調製まで
の一連の栽培体系、作業体系、機械体系が、どこにいても瞬時
にわかるというものです。
セールスマンがこのツールを活用して、お客様にぴったりの栽
培方法、そして機械や資材を画像や動画でご提案しております。

システム全体像

ログイン画面

栽培体系の選択 栽培体系情報

井関農機 販売会社

お客様

社会性報告

ネット
ワーク

情報の共有による
サービスの向上

パーツリスト

パソコン

タブレット

スマートフォン取扱説明書

価格表・カタログ

栽培体系情報

商品・インプル情報

Ｗｅｂ
サーバー

最新の情報を提供最新の情報を提供

〈Webサイト「i-NEXT」活用の取り組み〉

井関農機では、商品・インプルや栽培体系の情報をデジタル化並びにWeb化した販売促進支援サイト (i-NEXT) を
井関グループ各社へ配信し、販売会社のセールスマンを経由して、お客様へ以下の最新情報を提供しています。
①水稲の疎植栽培について、各県別の栽培体系と、それに関係する機械の情報
②商品・インプル情報（カタログ・取扱説明書・技術マニュアル・動画・価格表 等）
③自社発行の農業情報誌のバックナンバー、チラシ作成に必要な画像 等のデータ
④栽培体系と商品・インプル情報について、インターネット環境のない圃場や展示会場などでも利用可能
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お客様の満足を得るために

〈商品販売後のサービス対応〉

〈ホームページへメールでの問合せ〉
井関農機ホームページの「お問合せ」コーナーにて、 ①商品に関するお問合
せ、 ②会社全般に関するお問合せ、等々、お客様からお気軽にいろいろな相
談を受けています。
「商品に関するお問合せ」の「メーカーへの技術的なお問合せ」コーナーでは、
技術ソリューション部が商品の技術的相談窓口を担当し、商品の担当技術部
と共同にて、お客様からのお問合せに対応しています。
2012年度のメールでのお問合せは、約1,000件ありました。全てに対し
てご回答と対応を実施いたしました。

〈商品に対する技術的なお問合せに対する電話対応〉
上記、「商品に関するお問合せ」で、「メールでのお問合せ」と併せて、お客
様からの直接電話による対応もしていますが、2012年度は約600件あり
ました。
お客様はもちろんのこと、役所・電力会社・保険会社・食品会社・TV局など様々
なところから、色々なお問合せや相談があり、それぞれ担当部署の担当者が
丁寧にお応えしています。

消費者相談窓口

井関グループでは、毎月CS向上委員会を開催し、全
国の販売会社における、お客様への商品納入指導の実
績、及び調子伺いの実績をフォロー・チェックして、
井関グループのCS推進に努めています。

・ビフォーサービス：納品チェックシートに基づく
　　　　　　　　　  納入指導の実施
・アフターサービス：新車、整備車に対する調子
　　　　　　　　　  伺いの実施

CS推進活動

茨城県の技術ソリューションセンター内にある研修施
設（中央研修所）では、販売会社のセールスマン・サ
ービスマンや特約店の後継者を対象にして、農業機械
の整備等、幅広く講習を実施していますが、今回、営
業研修を全面リニューアルしました。

〈リニューアルの狙い〉
①セールスマンは、常にお客様の立場に立ち、考え、
行動すること。(お客様本位)

②研修方式を自主参加型とし“気づき”と“発見”を自ら
体験すること。

③計画達成が、「セールスマンのやりがい」との考え
方を浸透させること。

社内教育、社外講習

井関グループは、お客様に商品を買っていただくことや、サービスを提供することで企業活動をしており、社是に、
「当社は、“需要家には喜ばれる製品を” 経営理念とし、もって社会的使命を達成する」と謳っています。
お客様の満足を得るために、提供する商品やサービスの価値を、お客様の視点で捉え、お客様が求めているもの、満
足していただけるもの、をスピーディーに提供していくことを基本としています。
そのことを目指して、井関グループ全員で、安全で品質の優れた商品の提供、及び販売後のお客様へのサービス対応
に努めています。

〈お客様の満足度向上の進め方〉
　お客様の満足度向上を目指して、以下の考え方にて推進しています。
　①後工程は、お客様　　：全ての部門の持ち場で、後工程はお客様、の視点で業務を遂行します。
　②商品満足度向上　　　：市場調査により、お客様視点に立った商品を開発します。
　③サービス満足度向上　：お客様に最適商品・最適情報を提供します。
　④一人ひとりの顧客満足：従業員一人ひとりが、常にお客様を思う気持ちを持って、対応します。

トラクタ
耕うん機・管理機
田植機
コンバイン
その他

問合せ割合商　品

〈2012年度のメールでの
　　   お問合せ実績：約1,000件〉

トラクタ
耕うん機・管理機
田植機
コンバイン
その他

問合せ割合商　品

〈2012年度の電話での
　　  　 お問合せ実績：約600件〉

社会性報告

〈相談窓口のお問合せコーナー〉
ホームページに掲載しております。以下のアドレスにてご覧ください。
http://www.iseki.co.jp/inquiry.html
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お客様の満足を得るために
〈品質改善の取り組み〉

〈品質保証活動の取り組み〉

お客様の安全・信頼に応える商品づくりのため、商品の企画から生産、サービスまで一貫した品質保証活動を効果的に運
用し、ステップ毎にDRで品質保証の審査を行っています。
また、商品化会議 (商品化を決定する機関) では、商品企画の造り込みを行い、品質改善審議会 (商品の品質を検証する機
関) では、設計、生産の品質の造り込みを行っています。

※1  ＤＲとは：設計審査のことで、お客様が要求する商品を実現する
　　　　　　　 設計になっているかを審査すること。
※2  ＵＤとは：全ての人のためのデザインのこと。

1995年11月に井関松山製造所（主にトラクタを
生産）で、ISO9001を認証取得して以降、4製造所
全てで認証を取得し、品質保証活動を行っています。

開発プロセス

【技術部】

製造プロセス

【製造所】

ISO9001（品質マネジメントシステム）

品質システムの維持改善

顧
客
の
信
頼
に
応
え
る
商
品
品
質
づ
く
り

商
品
企
画

商
品
化
会
議

商
品
評
価
会
議

開
発
・
設
計

品
質
改
善
審
議
会
・
品
質
改
善
会
議

生
　

産
　

準
　

備生
　

産

サ
ー
ビ
ス

一
貫
し
た
品
質
保
証
活
動
の
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Ｄ
Ｒ
（
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
）

設計品質の
確保

顧客のニーズに
応える製品の
最適設計品質の
造り込み

製造品質の
確保

サービス品
質の確保

最適設計品質の
造り出し

設計の品質管理システム

・品質機能展開
・デザインレビュー
・FMEA、FTA、CAE
・信頼性試験
・重点管理

品質管理評価システム

・CS（顧客満足度）
・品質情報システム
・春秋商品改良会議

製造の品質管理システム

・統計的品質管理
・工程能力調査（CP値）
・工程FMEA
・自工程保証制度（自己完結型保証）
・重点管理
・QCサークル活動
・QCチーム活動
・技能検定制度
・目で見てわかる品質

社会性報告

井関グループは、お客様に喜ばれる商品の提供、そしてお客
様の安全を第一とし、商品の安全性を追求した品質改善への
取り組みを推進しています。
品質保証の国際規格である 「ISO9001」のシステムを活用し
た品質保証活動を行うとともに、開発プロセスの商品企画の上
流から徹底したデザインレビュー（DR※1）を実施しています。
製造プロセスにおいても「ISO9001」のシステムを活用し、
製造工程における品質不具合の撲滅を図っています。
また、お客様が使いやすい商品とするために、ユニバーサル
デザイン（UD※2）を織込んでいます。
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お客様の満足を得るために

リコール届出に関するお知らせは、
ホームページに掲載しております。
以下のアドレスにてご覧ください。

国内、及び海外のお客様からの商品に関する品質情報への対応の迅速化を図るために、関係部門間での情報の検索・
分析機能の共有化を図る新たなシステムを構築、運用しています。
この新たな情報システムは、販売会社から開発製造部門までの関係部門を繋ぎ、以下のことを通じて、商品出荷後の
品質について、問題発見→処理→対応、までのスピードアップが図れるようになりました。

　①情報範囲拡大、精度向上により、市場問題への迅速かつ的確な対応を図る
　②システムのグローバル化を図り、海外市場問題への取り組みを国内と同様に強化する
　③商品品質情報と品質補償情報を一元管理し、情報入手と管理の効率化を図る
　④蓄積情報の検索・分析機能を強化し、商品品質の改善スピードと精度を上げる

〈商品品質情報システム構築の取り組み〉

〈リコールへの対応〉

お客様が使用している商品に問題が発生し、改善措置
が必要と判断した場合には、お客様の安全を第一に優
先し、商品の点検・修理を迅速に実施しています。
また、リコールの実施に当たっては、関係機関（※1）に
届出・報告すると共に、井関農機のホームページ上に
情報を開示し、お客様への注意喚起・情報提供に努め
ています。

※1  国土交通省、農林水産省、経済産業省など
※2  国土交通省へのリコール届出件数

お知らせ

〈リコール件数の年度推移（※2）〉

リコール件数

年　度

海外拠点、代理店

・商品品質情報
・ホットライン

・不良要因
・再発防止策
　　　　など

回答

・商品品質情報
・ホットライン

海外技術サービスG

技術ソリューション
センター

情報チェック
追記
回答内容確認

国内販売会社 関連会社

インターネット

アグリインプル
部品事業部
営業推進部
施設事業部

品質統括部

各製造所

各技術部

・不具合ブロック
・販社・部品名
・機種・要望事項
・型式

入手

文書データ 画像データ

回答データ

情報データ

回答データ

情報データ

回答データ入力データ

情報分析
ワード検索
過去情報検索

データ集計
分析、グラフ
情報内容確認

情報一元管理

24時間稼動サービス
自動グラフ作成
画像データ
検索機能

http://www．iseki.co.jp/oshirase.html

社会性報告
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地域社会への貢献

2011年3月11日に発生しました「東日本大震災」、及び「原発事故」によって、東北・関東の多くの農家の皆様が
被災され、圃場が放射性物質に汚染されました。汚染された圃場を元に戻すために、生研センター、農機学会、農機
メーカーの産官学が一体となって、農地の除染技術の開発を行い、現地で適用可能な対策工法を確立する「農地除染
対策実証事業」が、福島県内で実施されました。
井関グループは、こうした事業に参加し、汚染された圃場で作業できる機械の開発をTJV85セミクローラタイプの
トラクタをベースに試作し実演する等、被災地復興のために、積極的に支援活動に取り組んでいます。

〈東日本大震災から復興への支援〉

社会性報告

2012年7月19日、福島県飯舘村で農地除染セミナーが行わ
れ、農機メーカー各社の機械で圃場の除染実演会が行われま
した。
当社のトラクタは、窓ガラスや、床、天井を鉛の板で覆うこ
とで、放射線の被曝量を50%に抑えることができ、また天井
に活性炭とヘパフィルターを設けることで、放射性物質の塵
埃から作業者を守ることができます。

福島県飯舘村での農地除染セミナーへ参加

TJV85トラクタによる除染作業

神奈川県足柄山の麗で、複写機用消耗品等の再生事業やリサイクル事業を展開されている南開工業（株）様は、新規事
業として2009年に「（株）なんかいファーム」を設立し、完全な異業種から新しく農業に参入されました。
井関グループの柳田ヰセキ販売（株）では、なんかいファームの設立当初から農機だけでなく、営農についても積極的
に支援してきました。こうした経過により、なんかいファームから「玉ねぎ栽培」についての指導要請があり、当社の
「夢ある農業応援プロジェクト推進部」が、玉ねぎ圃場の深耕・明暗渠の施工、土壌改良資材を使った土作りから始まり、
収穫までの全ての玉ねぎ栽培をサポートした結果、充分な収穫量を確保することができました。
なんかいファームは、「地域への貢献」をモットーとし、農業で成功すれば地域の活性化につながるとの考えの下、
事業の拡大を図っています。当社としても、農業の更なる効率化を目指した低コスト農業を推進・支援し、「夢ある農業」
をサポートし続けていきます。

〈新規農業参入した企業への栽培サポート〉

ナウエルナナでの玉ねぎ移植うね立てと同時に除草剤散布
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地域社会への貢献
社会性報告

耕作放棄地の面積は、この20年間で増加し続け、全国で約40万haと報告されています。耕作放棄地は、特に中山
間地に多く、地域内の農業後継者の減少が主要因で発生しているために、地域の過疎化と疲弊を併発しており、日本
農業の解決すべき問題の重要なひとつであります。
こうしたことから、耕作放棄地の再生と地域の活性化を目指した取り組みは、政府が推進している食料自給率向上の
推進策のひとつとして、全国各地で取り組まれています。井関グループでも、各地の活動に賛同し、積極的に取り組
んでおります。

〈耕作放棄地再生への取り組み〉

井関グループは、和歌山県の「企業のふるさと」制度に参画し、
和歌山県橋本市の中山間地にある西畑地区の「畑ごんぼ」の復
活に向けた支援活動を行っています。
「企業のふるさと」制度とは、農村地域の地産地消の推進や地域
の景観保全等を目的とする和歌山県の事業です。
この西畑地区では、江戸時代に、太く香り豊かなごぼう「畑ご
んぼ」を特産品として栽培していましたが、栽培は急斜面の赤
土畑で、また収穫時の掘り取り作業等が大変な重労働であった
ため、昭和初期には廃れてしまいました。
近年、過疎が進み、耕作放棄地が増えている西畑地区では、地
域活性化のため、80年振りに畑ごんぼを復活させることとなり
ました。
復活した畑ごんぼは好評でしたが、収穫作業が生産拡大への大
きな課題となっていました。そこで、当社は耕作放棄地の再生や、
収穫作業の課題解決に向けた機械体系による省力栽培を提案し、
畑ごんぼの栽培実証を行い、この実証により技術を確立し、生
産拡大・地区の活性化へ繋げていく支援を行っています。

和歌山県の耕作放棄地再生への支援

山口県にある「グリーンコープやまぐち」は、地域再生運動の
一環として、安全で安心な農産物を組合員の皆様に提供するた
めに、自らが農産物を生産する事業を立ち上げました。 
そのために、県内にある耕作放棄地を有効活用して、水田に復活
させ、もち米と大豆栽培に挑戦しています。 この耕作放棄地から
の復田への支援と栽培技術の提供を井関グループが行っています。 
また、「グリーンコープやまぐち」では、新しい事業を収益の柱
とするために、耕作放棄地を活用して農産物の試験栽培を実施
しております。 試験栽培の目的は、耕作放棄地からの土作りのや
り方の習得、生産者の栽培技術の向上と自ら生産した安全で安
心な農産物を組合員の皆様に提供するためです。 井関グループ
では、農業機械を活用し耕作放棄地の再生と稲作の疎植栽培や
注）大豆300A技術を指導しています。

注）「大豆300A技術」とは、単位面積当たりの収穫量（単収）が不安定となる要因の
湿害を回避する耕起・播種技術です。
また、「300A」の「300」は、10アール当たりの収穫量が300㎏。「A」は、品
質Aクラス(1、2等級)を意味し、高品質・多収穫を目標として表現しています。

山口県の耕作放棄地再生への支援

耕作放棄地の変化

耕作放棄地からの復田

BEFORE

AFTER
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地域社会への貢献
社会性報告

井関新潟製造所では、製造所の所在地である新潟県三
条市西大崎3丁目の自治会が毎年主催している地区内
クリ－ン作戦に参加しています。
清掃作業終了後には、当社駐車場において、地区の住
民を対象にした「ふれあい祭り」を開催し、地域住民
の皆様との交流を図っています。

　●開催日 : 2012年8月25日
　●参加者 : 約250名

2012年度より、阿蘇くまもと空港地域おこしプロジェクトが発足し、地域活性を目的とした取り組みが始まりまし
た。井関グループの（株）ヰセキ九州は、この取り組みに協賛し、プロジェクトの第一弾として、阿蘇くまもと空港
地域おこし協議会と協力して、空港東に「ひまわり」と「コスモス」のお花畑を作りました。同社は、畑の草刈り・耕うん・
種まき等の作業を担当しました。
8月下旬には、ひまわりが満開を迎え、10月上旬にはコスモスも見ごろとなり、多くのお客様に楽しんでいただきま
した。地域に根ざす企業として、プロジェクトの活動を支援しています。

〈阿蘇くまもと空港地域おこしへの支援〉

2012年10月26日、愛媛県庁第一別館において、第71回愛媛
県児童生徒発明工夫展表彰式が開催されました。本年も、小･中
学校の児童生徒から多くの応募があり、井関賞を含む特賞5点、
優秀賞10点、努力賞20点の計35点の作品が受賞されました。
当社は、この工夫展の審査に毎年参加し、井関賞を授与し、児童
らの発明意欲の醸成を支援しています。本年の井関賞は、小学校
5年生による「米とぎじょうろ」が選ばれ、賞状とトロフィーを
授与しました。
この作品は、じょうろの中にざるを入れて米をとぐことができ、
といだ後はざるを外してふたをし、とぎ水をそのまま花の水やり
に使用することができ、水の有効活用ができる環境にやさしい作
品となっています。

〈新潟の「ふれあい祭り」への支援〉

〈愛媛県児童生徒発明工夫展への支援〉

ひまわり畑

地域住民との「ふれあい祭り」

井関賞作品 「米とぎじょうろ」

〈阿蘇くまもと空港地域おこし協議会とは〉
阿蘇くまもと空港近隣の農地を「ひまわり」等の景観植物で
埋めることで、熊本県の観光資源とし、地域並びに地域外と
の交流を促進することにより、地域活性化を図ることを目的
として、農業者及び趣旨に賛同した個人及び法人をもって結
成されました。
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［グリーンサークル］

井関グループは、「エコビジョン：グリーンサークル」により、ベースとなる方向性を定め、「環境
理念」「環境基本方針」並びに「環境行動指針」を定め、全員参加で推進しています。

※1：3Aとは

management on the Axis of Agriculture and Agricultural machine （3A）
「農業と農業機械を基軸にした経営｣

自然
-nature-

社会
-society-

企業
-corporate-

（※1）

井関グループは、創業以来農業とともに歩んでまいりました。
「農業と農業機械を基軸（3A）」とした経営理念のもとに、
自然・社会との調和を図った環境保全活動を推進します。

【環境理念】
井関グループは、「農業と農業機械」を経営の基軸とし、
自然・社会・企業の調和を目指した活動を通じて、持続
可能な社会の形成に貢献いたします。

【環境基本方針】

　1. 環境管理体制の整備と機能的運用
　2. 事業活動、商品の環境負荷低減
　3. 環境関連法規制の順守
　4. 環境教育と情報公開

【環境行動指針】

1. 環境に配慮した開発活動
　 騒音、振動、燃費、排ガス、リサイクル、環境負荷物質の軽減
2. 環境に配慮した生産活動
　 公害防止（大気、水質、騒音、振動）、省エネ、省資源、グリーン購入
3. 環境に配慮したオフィス活動
　 省エネ、省資源
4. 環境に配慮した流通
　 輸送の改善（梱包材、輸送効率化）、廃棄処理
5. 生物多様性の展開
　 井関グループの植樹推進
6. 環境教育、情報公開
　 従業員の環境教育、地域活動への参加、情報の公開

エコビジョン
環境報告



Environmental Report 2013
by ISEKI & CO., LTD.

［環境マネジメント体制］

循環型社会形成と低炭素社会、及び生物多様性保全への取り組みを、井関グループ全体で
展開いたします。

井関グループは、循環型社会形成、低炭素社会及び生物
多様性保全の実現をめざし、環境マネジメントシステム
に沿って、商品開発、製造、物流、廃棄の全サイクルを
通じて、環境保全活動を推進しています。

環境企画グループ会議は、経営会議で決定された環境目
標・実行計画を各地区別に展開し、進捗を管理しています。

社長を議長とし、経営会議で井関グループの環境に関す
る基本方針を審議・決定します。また、環境企画グルー
プ会議により提起された管理目標・実行計画及び重要な
環境課題への対応についても審議・決定します。

東京、松山（砥部）、松山（和気）、熊本、新潟、各販売会
社において、各地区毎に環境管理活動を推進する最高責
任者、並びに環境管理責任者を設置し、環境マネジメン
トシステムに沿って、地区毎の方針策定、実行計画の展開、
進捗を管理しています。

〈推進体制〉 〈環境企画グループ会議〉

〈経営会議〉 〈各地区毎の環境管理体制〉

社　長

環境企画グループ会議

環境管理委員会環境推進会議環境推進会議 環境管理委員会 環境管理委員会 環境管理委員会

製品アセスメント委員会環境管理室

経営会議

各社社長
環境管理責任者

販売会社

総務部担当役員
環境管理責任者

東京地区

開発製造本部本部長
環境管理責任者

松山（砥部）地区
井関松山製造所社長
井関邦栄製造所社長
環境管理責任者

松山（和気）地区

井関熊本製造所社長
環境管理責任者

熊本地区

井関新潟製造所社長
環境管理責任者

新潟地区

環境報告

マネジメントのアウトライン
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井関グループは、2011年度から2015年までの第2次環境中長期目標を明確にし、取り組んで
います。2012年度の主要な実績は以下のとおりです。

項目

低
炭
素
社
会
の
実
現

第2次環境中長期目標 2012年度の実績 評価 関連頁

2012年度の実績 評価 関連頁

CO2排出量の
削減 △

○
物流CO2排出量
の削減

生産高当たりのエネルギー起
源のCO2排出量を2008－
2010年度の3ヶ年実績平
均を基準とし、4％以上削減

輸送量（万トンキロ）当た
りのエネルギー起源のCO2
排出量を2008－2010年
度の3ヶ年実績平均を基準
とし、2％以上削減

×
廃棄物最終処分
量の削減

生産高当たりの廃棄物最終
処分量を2008－2010年
度の3ヶ年実績平均を基準
とし、10％以上削減

評価基準　○：達成　△：ほぼ達成　×：未達

第2次環境中長期目標と2012年度実績

循
環
型
社
会
の
形
成

PRTR法対象の
化学物質使用量
の削減

製
造
資
源
の
抑
制

総物資投入量の
削減

有
害
化
学
物
質
の
抑
制

1． 第2次環境中長期目標と2012年度実績

CO2排出量の総量は、第2次中長期目標に対して、100%の達成率、
生産高当たりは96%の達成率で目標未達でした。引き続き、省エ
ネ設備への更新等によって、削減に努めます。

輸送量当たりのCO2排出量は、第2次中長期目標に対して、102%
の達成率でした。引き続き、モーダルシフト化への推進等を図り、
削減に努めます。

廃棄物最終処分量の総量は、第2次中長期目標に対して、52%の達
成率、生産高当たりでも49%の達成率で大幅に目標未達でした。
鋳物砂のリサイクル業者の廃業、新たなリサイクル業者の選定の遅
れにより、埋立処理したことによります。引き続き、削減に努めます。

△水使用量の削減

生産高当たりの水使用量を
2008－2010年度の3ヶ年
実績平均を基準とし、28％
以上削減

水使用量の総量は、第2次中長期目標に対して、91%の達成率、生
産高当たりでも86%の達成率で目標未達でした。引き続き、水配
管等の修復による削減に努めます。

△

生産高当たりのPRTR法対象
の化学物質使用量を2008－
2010年度の3ヶ年実績平均
を基準とし、8％以上削減

PRTR法対象の化学物質使用量の総量は、第2次中長期目標に対し
て、89%の達成率、生産高当たりでも85%の達成率で目標未達で
した。引き続き、PRTR法対象の化学物質の低含有塗料・シンナー
への変更、及びシンナーの再生利用等を推進し、削減に努めます。

○

○

生産高当たりの総物質投入
量を2008－2010年度の3
ヶ年実績平均を基準とし、
2％以上削減

総物質投入量の総量は、第2次中長期目標に対して、118%の達成
率、生産高当たりも112%の達成率で目標達成しました。引き続き、
削減に努めます。

ISO14001、EA-21の環境マネジメントシステムに沿って、各部門
の特性を生かした実行計画を策定し、活動の質的向上を図りました。

○

○

各本部長方針に基づき、年間環境教育を設定して推進しました。

生物多様性、循環型社会形成に配慮した商品開発を推進しました。

○製品アセスメントシステムを活用して、耐久性・燃費・作業効率等を
改善することにより、環境負荷を低減する商品開発を推進しました。

○当社と取引きがある購買先企業と共同して、当社のグリーン調達基
準に沿って、有害物質の把握と削減・廃止を推進しました。

○
製品アセスメント、及びLCA評価を実施することによって、商品の
部品製造から廃棄まで、全てのサイクルでのCO2の排出量を把握す
る等、環境適合設計を推進しました。

○
商品取扱説明書に、商品使用時の注意事項、故障診断等の記載、及
び商品を廃棄する際、環境及び安全・衛生面で注意すべき事項につ
いて、適切に記載しました。

○
地域社会と連携し、事業所周辺の道路の清掃活動を推進しました。
また、温暖化防止と生物多様性保全への取り組みのひとつとして、
植樹活動に参加しました。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

①環境マネジメントシステムの質的向上

2． 事業活動の中長期目標と2012年度実績

商
品
開
発
・
サ
ー
ビ
ス

②環境教育の実施

③環境コミュニケーションと社会貢献

①生物多様性に配慮した商品を開発

②環境負荷を低減する商品を開発

③調達部品に含まれる有害物質の使用禁止・
　削減・抑制

④製品アセスメント及び、LCA評価運用の定着・
　拡大

⑤環境保全に寄与する情報の提供

環 境 報 告



井関グループでは、環境会計を導入して2012年度で８年目となります、環境保全活動にかかわる投資と費用のコス
トを集計することにより、環境保全などに関する経営判断に活用すること及び、社会貢献の企業評価の指標にしてい
ただくことを目的に取り組んでいます。2012年度の環境保全コストは、投資額107百万円 （公害防止・環境保全・
資源循環コストなど）でした。費用額は437.7百万円で、主に欧州、米国、日本の法規制に対する大気汚染防止の
ひとつとして、ディーゼルエンジン排ガス対応及び、燃費向上などを目的に投資を行っています。
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【公害防止法規制への対応】

環境関連法規や条例の規制値に対し、井関グループ4製造所では、規制値よりきびしい自主管理基準値を設定し管理して
います。2012年度の実績は、下表のとおり全て自主管理基準値をクリアーし環境汚染等低減に向け推進しました。

〈社内自主管理基準値の設定と管理〉

（注1）（注2）：2008年度以降松山市の下水道整備事業拡大により、井関松山・井関邦栄製造所は総合排水処理下水放流口への排水に伴い、規制値が160mg/Lから
　　　　　　  600mg/Lに緩和されましたが、自主管理基準は工業排水が混入するため500mg/Lとしています。

〈環境データの測定頻度〉

測定項目
㈱井関松山・井関邦栄製造所

単　位
㈱井関熊本製造所 ㈱井関新潟製造所

環境保全コスト 環境保全対策に伴う経済効果

合　計

効果の内容 金額（百万円）

合　　　計

主な取り組みの内容分類

事業エリア内コスト
①公害防止コスト
②地球環境保全コスト
③資源循環コスト
上・下流コスト

管理活動コスト

研究開発コスト
社会活動コスト
環境損傷コスト

（1）

内 

訳

（2）

（3）

（4）
（5）
（6）

規制値

投資額
（百万円）

排水処理
インバータ取付
廃棄物処理
グリーン購入

環境マネジメント
システム維持

排ガス対応
周辺清掃活動
　　　　　－

費用額
（百万円） 各種資源投入量の削減

環境負荷物質の減少
エネルギー消費量の減少

（1）
（2）
（3）

集計範囲：井関松山、井関熊本、井関新潟、井関邦栄各製造所及び砥部事業所
対象期間：2012年4月～2013年3月

－：該当設備なし、又は規制値対象外

－：該当設備なし、又は測定対象外

環境保全対策に伴う経済効果は、廃棄物の再資源
化、塗装方法の効率化、省エネルギー機器の導入、
加工設備等のインバータ化、ボイラーの適正制御
運転等により、34.8百万円のコスト削減ができ
ました。物量効果としては、二酸化炭素排出量
（CO2）2,442トン、水投入量32,789トンの削減、
及び廃棄物の再資源化3,278トンができました。

自主管理
基準値

年度
測定値規制値 自主管理

基準値
年度

測定値規制値 自主管理
基準値

年度
測定値

水　質

大　気

mg/L

ppm
g/m3N
ppm
g/m3N

浮遊物質量（SS）
生物化学的酸素要求量（BOD）
n ーヘキサン（鉱油類）
ばいじん
窒素酸化物（NOX）
ばいじん（鋳造電気溶解炉）

設備・場所
測定回数

測定項目

水　質

大　気

騒　音
振　動

工場排水
鋳造溶解炉
ボイラー

敷地境界線

回／年
回／年
回／年
回／年
回／年

回／年
－
回／年
回／年

回／月
－
回／年
回／年
－

未満
未満
未満

㈱井関松山・井関邦栄製造所 ㈱井関熊本製造所 ㈱井関新潟製造所

未満
未満

未満

環境会計

環境リスクマネジメント

（注1）

（注2）

環境報告
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事業活動と環境負荷

井関グループ 4製造所では、商品を製造する過程で使用する電力・燃料・水・原材料などの資源を投入し、二酸化炭
素（CO2）・PRTR法（化学物質排出把握管理促進法）対象の化学物質・廃棄物などを環境へ排出しています。
それぞれの投入量（INPUT）・排出量（OUTPUT）を把握し、できるだけ環境負荷の少ない事業活動を実現するため、
使用量・排出量の削減に取り組んでいます。2012年度の実績は、以下のとおりです。

INPUT OUTPUT

事業活動

開発

・環境適合設計の推進

調達

・グリーン調達

生産

・省エネルギーの推進
・資源有効利用の推進
・廃棄物最終処分量の削減
・有害化学物質の削減
・水使用量の削減

★主要製品：
　トラクタ、耕うん機、
　コンバイン、田植機、
　エンジン、乾燥機、
　籾すり機、野菜作機、等

電力 49,800千kWh
灯油 965kℓ
重油 706kℓ
ブタンガス 510千　
都市ガス 178千　
ガソリン 64kℓ
軽油 26kℓ

エネルギー 630,000GJ

上水道 80千　
地下水 217千　

水 297千　

化学物質

主要原材料 50,000t

総物質
廃棄物総量 9,670t
リサイクル量 7,240t
減量化量 1,040t
最終処分量 1,380t

廃棄物

お客様使用

CO2排出量 28,000t
ばいじん排出量 959㎏
Nox排出量 1,490kℓ
Sox排出量 874kℓ

大気

排水量 132千　
BOD 666㎏

排水

PRTR法対象化学物質
排出・移動量 145t

PRTR法対象化学物質
使用量 157t

化学物質

輸送量 2,800万トンキロ
CO2排出量 3,870t

販社への物流

【エコバランス】

持続可能な社会の実現には、エコ効率性の向上が重要です。エコ効率は、商品もしくはサービスの価値を環境負荷で除し
た値で表されますが、当社の場合、「エコ効率＝生産高÷環境負荷」とし、エコ効率指数・エコ負荷統合化指数でエコ効率
性を評価しました。つまり、生産高が増加するほど、あるいは環境負荷が減少するほど、エコ効率性は向上します。
2009年度から2012年度の4製造所の生産高が、基準年2005年度対比で大幅に減少する事業環境となりましたが、継
続して環境負荷の低減に努めており、 基準年2005年度を100 とした指数に対し、2012年度実績のエコ効率指数は 
109、エコ負荷統合化指数は79と改善しています。

［エコ効率指数：高いほど効率がよい］
当社のエコ効率は、4製造所の生産高を4製造所の
環境負荷統合化数で除した値で表しています。又、
環境負荷は、CO2排出量、非メタンVOCの排出量・
移動量、埋立廃棄物量の3項目を統合化しています。

［エコ負荷統合化指数：低いほど環境負荷が小さい］
環境負荷の統合には、早稲田大学永田教授のパネル
法に基づいて、LCA専門家、環境専門家、企業専門
家の日本を対象とした統合化係数を平均し、CO2を
1として換算したものを採用しました。

【エコ効率】

エコ効率指数
エコ負荷統合化指数

エコ効率指数とエコ負荷統合化指数の推移
（2005年度を100とする）

環境負荷の統合化とエコ効率

CO2排出量

統合化数実数（t）統合化数
2012年2005年統合化

係数個別項目
実数（t）

非メタンVOCの
排出量・移動量

埋立廃棄物量

環境負荷統合化数合計

エコ効率

エコ負荷統合化指数
（2005年基準）
エコ効率指数
（2005年基準）

環境報告
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温室効果ガスの排出削減

㈱井関松山製造所では、製造所内の屋外通路に設置
している夜間照明を、従来品よりエネルギー効率が
優れた省エネタイプの蛍光型水銀ランプ（ネオセラ
200Wランプ）に更新し、省エネルギーを推進し
ています。既存の水銀灯安定器をそのまま流用で
き、設置コストを抑えつつ高効率、高演色と長寿命
を実現しました。製造所全域28箇所の更新作業を
完了し、セキュリティの向上にも役立っています。

〈高効率照明による電気使用量削減への取り組み〉

井関熊本製造所では、取引先の方との打合せのため
の「ゲストコーナー」を総合事務所一階に集約設置
し、情報セキュリティーの向上と、各事務所のス
ペース効率化を図りました。その際に、老朽化した
照明と空調機を、それぞれ、LED照明と高効率の
空調機に更新しました。また、更に全ガラス窓に対
して遮光フィルムを貼り熱線と紫外線を大幅にカッ
トしています。今後も、効率の悪い設備の更新など、
地球温暖化防止と省エネルギーを推進します。

〈LED照明、高効率空調機導入によるCO２削減への取り組み〉

［2012年度の削減効果］
・電力使用量削減：約18千kWh／年間
・電力料金削減：約116千円／年間
・CO2排出削減量：約9,300㎏-CO2／年間

［2012年度の削減効果］
・電力使用量削減：約16千kWh／年間
・電力料金削減：約131千円／年間
・CO2排出削減量：約5,350㎏-CO2／年間

水銀ランプ400W型→【HL-ネオセラ2】200W形に置き換えた場合

※200W形を水銀ランプ400W形と置き換えた場合、寿命のランプ光束は約13％低くなります。（計算値）

ゲストコーナー

環境報告

LED照明

夜間照明

高効率空調機

遮光フｲルム

水銀ランプ（蛍光形） 415W

208WHL-ネオセラ2（蛍光形）
消費電力
（W）
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温室効果ガスの排出削減

砥部事業所では、実験棟コンバインゾーン照明を水
銀灯から長寿命の省エネ型（無電極ランプーエネブ
ライト）に変更し、電力使用量の削減を図った。

〈省エネ型ランプによる電気使用量削減への取り組み〉

井関邦栄製造所では、機械加工後ミッションケースなどの精密部品を測定する三次元測定室は、機器の精度安定確保
を図るため24時間年中安定した恒温室としています。この度、更新したエアコンは高性能DCファンモーターを搭載
した省エネタイプであり、大幅に電力使用量を削減することができました。

〈三次元測定室のエアコン更新による電気使用量削減への取り組み〉

エアコン

［2012年度の削減効果］
・電力使用量削減：約6,700kWh／年間
・電力料金削減：約80千円／年間
・CO2排出削減量：約3,700㎏-CO2／年間

［2012年度の削減効果］
・電力使用量削減：約552kWh／年間
・電力料金削減：約183千円／年間
・CO2排出削減量：約305㎏-CO2／年間
　　　　　 （7h/日×年間稼働日で計算）

フィラメントが無いから
球切れしない！
エネブライトは、
約60,000時間の長寿命！

ターボファンに高性能DCファンモーターを
搭載して省電力化を実現。

点灯原理で解る、
長寿命の秘密

高効率性

環境報告

省エネ型ランプ

三次元測定室

■能力別APF値

は2015年度省エネルギー法基準値
は2015年度グリーン購入法基準値（　　）

HyperInverter全機種2015省エネ基準クリア

【
能
力
別
Ａ
Ｐ
Ｆ
値
】

天井埋込型2方向
室内ユニット接続時（3相機）
※8馬力・10馬力は
　ツインタイプ時
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【製造所使用エネルギーの削減】

【総物質投入量の削減】

邦 栄
新 潟
熊 本
松 山

エネルギー起源のCO2排出量 エネルギー起源のCO2排出量（生産高比）

地球温暖化防止

井関グループ4製造所では、事業活動に
使用する電気・燃料使用量の削減、及び
省エネ設備への更新、設備の稼働率向上
等を推進し、エネルギー使用量の削減を
推進しています。
2008年度から2010年度までの3ヶ年
の平均を基準値として、第2次（2011
年から2015年）の新中長期計画を策定
し、推進しています。 
2012年度実績は、4%/年の削減目標に
対して、総量で100%の達成率、生産高
当たりの原単位で96%と未達成でした。
今後も引き続きCO2排出量の削減に努め
ます。

4製造所のエネルギー起源のCO2排出量

総量
（t-CO2）

生産高当たり
（t-CO2/億円）

4製造所の総物質投入量

総量
（ton）

生産高当たり
（ton/億円）

井関商品及び部品の物流における環境負荷を把握
し、削減に取り組んでいます。
2006年度は、3,000万トンキロを少し超えて
特定荷主となりましたが、それ以降は3,000万
トンキロを少し下回る水準で推移しています。
また、モーダルシフト化を推進し、CO2排出総量
の削減に貢献しています。2009年度に大幅に向
上し、それ以降は、ほぼ横ばいで推移しています。

製品物流のCO2排出量

万トンキロ

総量　（t-CO2）

原単位（t-CO2/万トンキロ）

モーダルシフト率

注）モーダルシフト率＝（鉄道トンキロ ＋ 船便トンキロ）÷ 総トンキロ

邦 栄
新 潟
熊 本
松 山

総物質投入量 総物質投入量（生産高比）

井関グループ4製造所では、生産活動に
供する原材料、生産補助材料、外注・購
買部品等、総物質投入量を削減し、省資
源化を推進しています。
2008年度から2010年度までの3ヶ年
の平均を基準値として、第2次（2011
年から2015年）の新中長期計画を策定
し、推進しています。
2012年度実績は、2%/年の削減目標に
対して、総量で118%の達成率、生産高
当たりの原単位で112%の達成率と共に
大幅達成しました。
今後も引き続き総物質投入量の削減に努
めます。

環境報告

総物質投入量の削減

【製品物流使用エネルギーの削減】
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邦 栄
新 潟
熊 本
松 山

水使用量 水使用量（生産高比）

水資源の保護
【水使用量の削減】

【化学物質の適正管理】

4製造所の水使用量井関グループ4製造所は、水循環方式の導
入及び漏水対応等により、水使用量削減に
努めています。　　　　　　
2008年度から2010年度までの3ヶ年の
平均を基準値として、第2次（2011年か
ら2015年）の新中長期計画を策定し、推
進しています。
2012年度実績は、28%/年の削減目標に
対して、総量で91%、生産高当たりの原
単位で86%の達成率と共に未達成でした。
水問題については、今後の大幅な人口増加
に伴い、食料、化石燃料以上に地球全体の
重要な課題です。今後も引き続き水使用削
減に努めます。

4製造所のPRTR法対象の化学物質使用量

邦 栄
新 潟
熊 本
松 山

化学物質使用量 化学物質使用量（生産高比）

合計

年度年度 年度

キシレン
トルエン
エチルベンゼン
亜鉛の水溶性化合物
ジクロロメタン
1.3.5-トリメチルベンゼン

［PRTR法対象の化学物質の使用量］

松山 熊本 新潟 邦栄 合計松山 熊本 新潟 邦栄 合計 松山 熊本 新潟 邦栄 合計

（単位：ton）

井関グループ4製造所は、塗料において対
象有害物質の含有量が少ないものへ変更、
シンナーの再生設備の導入等により、PRT
R法対象の化学物質の削減に努めています。
2008年度から2010年度までの3ヶ年の
平均を基準値として、第2次（2011年か
ら2015年）の新中長期計画を策定し、推
進しています。
2012年度実績は、8%/年の削減目標に
対して、総量で89%、生産高当たりの原
単位で85%と共に未達成でした。
今後も引き続き、化学物質の適正管理を行
い、使用量の削減に努めます。

環境報告

化学物質の適正管理と削減

総量
（万ton）

生産高当たり
（ton/億円）

総量
（ton）

生産高当たり
（ton/億円）
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【廃棄物の削減】
井関グループ4製造所は、事業所から排出する廃棄物について、循環
型社会を目指して、総排出量の削減・再利用・再資源化を進め、資源
の有効活用に努めています。
2008年度から2010年度までの3ヶ年の平均を基準値として、第2次
（2011年から2015年）の新中長期計画を策定し、推進しています。 
2012年度実績は、 廃棄物最終処分量を10%/年の削減目標に対して、
総量で52%、生産高当たりの原単位で49%と、共に大幅に未達成で
した。
鋳物砂のリサイクル業者の廃業、新たなリサイクル業者の選定遅れに
より、埋立処理したことによります。今後も引き続き、廃棄物最終処
分量削減に努めます。

製造プロセスの3R

単位：（t）

注1） 中間処理に伴う減量化量、処理後再資源化量、処理後最終処分量は、委託処理業者への調査結果です。
注2） 最終処分量の比率＝最終処分量（D+H）÷廃棄物排出量合計（A）
注3） 再資源化量の比率＝再資源化量（B+G）÷廃棄物排出量合計（A）

再資源化量
減量化量
最終処分量

廃棄物総排出量

廃棄物最終処分量（生産高比）

2012年度の廃棄物の処理フローの状況は以下のとおり、最終処分量の比率は14%、再資源化量の比率は75%
となり、基準年1997年比では大幅に改善しておりますが、前年比では大幅に悪化しました。
上記のとおり、鋳物砂のリサイクル業者の廃業による影響が大きかったことによります。
今後も4製造所の事業内容に応じて、廃棄物の発生抑制、分別の徹底、再利用、最終処分量の削減、等を推進し、
ゼロエミッション（当社基準：最終処分量の比率を廃棄物総量の1%未満とする）を目指します。

廃棄物処理フロー

廃棄物処理フロー：2012年度

廃棄物排出量合計 処理後最終処分量

処理後再資源化量

再資源化量

中間処理量

処理残渣量

減量化量

直接最終処分量 最終処分量
D＋H

B＋G

G

HCA

B

D

E

F

直接再資源化量
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4製造所の廃棄物量

廃棄物

最終処分量

減量化量　　　　（t）
再資源化廃棄物量（t）
最終処分率　　　（％）
再資源化率　　　（％）

総量　（t）
生産高
当たり（t/億円）

総量　（t）

生産高
当たり（t/億円）
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〈生物多様性保全に関するこれまでの取り組み〉

井関農機は、1926年創業以来、安全で使いやすい農業機械・農業施設を提供し、
持続可能な日本農業、農地・河川等の自然環境保護への取り組みを支援すること
により、生物多様性保全に努めています。

〈生物多様性保全に関するこれまでの取り組み〉
①使いやすい、高性能、省エネ性能に優れ、環境に配慮した農業機械を提供して
います。
②生物にとって有害である肥料・消毒の使用量を削減し、適正に管理する農業機
械・農業施設を提供しています。
　(例) ・高効率な消毒を行う乗用管理機
　　　・化学肥料を適正散布するブームタブラー (粒剤散布機)
　　　・うね内部分施用機
　　　・水稲種籾処理の温湯殺菌処理機
　　　・ハウス栽培における国内在来種のハチ利用の推進
　　　・無農薬栽培を目指した養液栽培
③田植えの疎植栽培等、低コスト農業に関する提案や取り組み事例を幅広く紹介
する「ふぁーむ愛らんどニュース」を発行し、農家のお客様にとって有意義な
情報を提供しています。
④井関グループは、「FOOD ACTION NIPPON」の推進パートナーとして、「地
産地消」「低コスト農業」「食の未来」をテーマに、食料自給率向上に向けた活
動を展開しています。
⑤環境適合設計において、有害物質の使用禁止・使用削減を推進しています。

〈「森のあるまちづくり」の植樹の取り組み〉

生物多様性保全への取り組みとして、多くの生物のすみかである森づくりを推進
しています。愛媛県の伊予銀行様が主導する『「森のあるまちづくり」をすすめ
る会』に井関農機は賛同し、各地で行われる植樹祭に参加しています。

〈中央公園内の松山競輪場〉
　・期　日 : 2012年11月11日
　・参加者 : 29団体　約400名　
　・植　樹 : カンツバキ等9種類の常緑広葉樹約1,500本
〈松山外環状道路　共同植樹祭〉
　・期　日 : 2013年3月24日
　・参加者 : 26団体　約500名
　・植　樹 : カンツバキ、シャリンバイ　約6,000本

『「森のあるまちづくり」をすすめる会』（2010年8月発足）とは、地域の自然
環境保護に取り組む企業等を中心に、まちなかの社有地・公用地等に植樹を行い、
「本物の森を身近に作り、子供たちが健全に育つ環境を次世代に残そう」と、3
年後の植樹数5万本を目指して活動しています。

生物多様性保全への取り組み

疎植栽培

エコうねまぜ君

中央公園内

松山外環状道路

井関グループは、生物多様性が生み出す自然の恵み（生態系サービス）の恩恵を受けていることを認識すると共に、
生物多様性保全への取り組みを環境マネジメントの重要な課題と位置づけて、自然との共生社会、持続可能な社会の
実現に努めています。

環境報告
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〈エコ商品認定制度の取り組み〉

環境適合設計への取り組み
環境報告

〈エコ商品認定制度〉
井関農機では2011年11月1日より、独自の環境適合設計基準を設け、基準をクリアした商品にのみ環境ラベルを使
用する「エコ商品認定制度」を運用しております。
この「エコ商品認定制度」は、自社基準の環境保全への適合性を評価し、認定商品の環境負荷改善の情報をお客さま、
及び全てのステークホルダーにより分かりやすくお伝えすることを目的としています。
また、社内の商品開発で、環境適合設計を一層推進していく上での指標・指針としています。
※当社の環境ラベルは、国際標準化機構（ISO）で定められた環境ラベルの内、事業者の自主基準に基づき、環境に
配慮した商品であることを自己宣言する「タイプⅡ環境ラベル」に準拠しています。

〈認定基準〉
自社商品の環境保全への適合性について、自社評価指標にて評価し、社内基準をクリアした商品をエコ商品とします。
また、環境配慮のレベルにより「スーパーエコ商品」、「エコ商品」の2段階に分けて認定します。

〈認定ラベル〉
エコ商品の認定ラベルには、マークと環境性能を記載し、商品カタログ及び取扱説明書等に表示します。

〈評価項目〉

　　　1.  商品の減量化   6.  製造段階に及ぼす環境負荷低減
　　　2.  有害環境負荷物質の使用抑制   7.  商品物流における環境負荷低減
　　　3.  保守・点検の容易性   8.  LCA（ライフサイクルアセスメント）
　　　4.  使用段階における環境負荷の低減   9.  商品使用情報の開示（コミュニケーション）
　　　5.  リサイクル性の向上 10.  特筆すべき機能

　　上記10分類を更に細分化した評価項目を個別点数評価し、合計の改善点数割合で総合評価します。

〈エコ認定商品〉

コンバイン HFC330･433

対象商品 エコ商品のランク 主な改善点

エコ商品

当社基準のLCA（生産から廃却ま
で、全てのサイクルのCO2排出量
の算出値）が、当社従来機に比べ
改善した

乾燥機 GML25H･30H･
35H･40H･45H スーパーエコ商品

ヒートリサイクル機構搭載（H型
のみ）により、省エネルギー性能
を実現した

電動ミニ耕うん機 KDC20
VAB235 スーパーエコ商品

従来のエンジンからモーター駆動
に変更することにより、使用時の
排ガスをゼロ化した



Environmental Report 2013
by ISEKI & CO., LTD.

〈ＮＴＡトラクタシリーズの取り組み〉

環境適合設計への取り組み

NTA35（高速仕様）

マルチアイ画面 グリーンマークの表示状態

NTAトラクタは、トラクタの作業状況・操作状況を表
示するカラー液晶モニタ「マルチアイ」に、トラクタ
の作業負荷状況を表示する「グリーンナビ」機能を搭
載しました。
「グリーンナビ」は、エンジン負荷の状況を5個の「グ
リーンマーク」の点灯状況でオペレータが把握できる
ようにしたものです。
オペレータは、「グリーンナビ」が最適作業効率表示と
なるように走行速度やエンジン回転数を操作して、省
エネ作業を選択することができます。

グリーンナビの搭載

トラクタの耕うん作業では、エンジンに余裕のある作
業条件では、エンジン回転数を下げる、あるいは走行
速度を上げて、エンジン回転数を下げるなどの省エネ
作業により、燃料消費量を低減できます。
「農業機械の省エネ利用マニュアル」では、15～30％
の低減事例などが紹介されています。
従来は、経験や勘が必要な省エネ作業でありましたが、
「グリーンナビ」は、誰でも効率の良い省エネ作業を選
択することができ、低コスト農業に貢献することがで
きます。

省エネ効果

NTAトラクタ（高速仕様）は、ノークラッチ操作で変
速ができる、走行変速前後進32段のデュアルクラッチ
トランスミッションを採用しています。
変速段数が多段のため、「グリーンナビ」を利用した省
エネ作業として、きめ細かく、より効率的な作業速度
を選択できます。また、作業中もスムーズに変速でき
る商品となっています。

デュアルクラッチトランスミッション

二酸化炭素（CO2）の排出量抑制のために、農林水産省が「農業機械の省エネ利用マニュアル」を作成するなど、省エネ
農機の普及・啓蒙活動が進んでいます。新型トラクタNTAシリーズは、オペレータが効率的な作業を選択しやすくするた
めに、トラクタの作業負荷状況をモニタに表示させる機能を装備し、省エネ・環境負荷低減に貢献できる商品として開発
しました。 

環境報告
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〈3条 HFCコンバインの取り組み〉

環境適合設計への取り組み

汎用コンバインHC758

中国向け汎用コンバインHC758は、以下の２つの新機構を折込むこ
とによって、作物適応性を向上しました。

①バードラム扱胴：扱胴ドラム表面に丸棒を配列したバードラム扱胴
　　　　　　　　　にし、負荷の軽減とロスの削減を行う機構
②分草縦刈刃　　：密集している菜種を連続で刈り取るために、刈取
　　　　　　　　　部に分草縦刈刃を取り付け、切断しながら分草し
　　　　　　　　　ていく機構

作物適応性の向上

部品の一体化、部品の簡素化、機能の絞り込みにより、部品点数を大幅に削減しました。
国内大豆コンバインHC380に対し、部品点数を48％削減しました。

部品点数の削減

①バードラム扱胴 ②分草縦刈刃

〈部品点数削減〉〈機能絞り込みによる部品点数削減〉

国内 中国

環境報告

〈中国向け汎用コンバインHC758の取り組み〉

中国市場では、稲・麦の収穫作業に加えて菜種の収穫作業が行える汎用コンバインが要望されました。また、収穫作業を
行うに当たっては、作物適応性の向上が求められ、こうした要望への対応を図ると同時に、部品点数の削減等、環境適合
設計に配慮した中国向け汎用コンバインHC758を開発しました。

稲・麦・菜種の作物適合性向上の
ため、扱胴ドラム表面にバーを配
列した扱胴

菜種の作物適合性向上のため、縦刈刃で、
菜種を切断しながら、分草していく装置

揺動可能 固定
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事務用品類、電子・電気機器等の市販品購入に
おいて、GPN（グリーン購入ネットワーク）
基準商品、エコマーク等環境ラベル対象商品を
優先購入する、グリーン購入を推進しています。
2012年度の実績は、金額評価で、井関グルー
プ全体で93％のグリーン購入率でした。

〈グリーン購入〉

取引先様に対して、当社のグリーン調達基準を評価の基本として、協同で環境保全及び、
持続可能な資源循環型社会の構築を目指したグリーン調達拡大を推進しています。
〈グリーン調達基準〉
　・ ISO14001、 EA-21等の認証を取得している。
　・井関グリーン調達ガイドラインに準拠した自主的・先進的な取り組みを
　　推進している。
グリーン調達基準を満足した取引先様からの2012年度実績は、取引会社数比率で
59％、取引額比率で78％でした。今後EMS未取得先に対し認証取得を促進し、グリ
ーン調達比率の向上を推進しています。

松山市が積極的な太陽発電の導入促進とソーラー関連産業の振興を目指し、
太陽エネルギーの利活用を目的に、2009年から毎年8月に、坊ちゃんスタ
ジアムの中央公園多目的競技場で全国唯一実施する「ソーラーラジコンカー
耐久レース」に井関農機は「2010年から協賛しています。また、グリーン
電力証書の購入による環境負荷の低減にも寄与しています。

〈協賛企業〉
井関農機㈱、伊予鉄道㈱、㈱STNet、㈱愛媛銀行、愛媛日産自動
車㈱、四国電力㈱松山支店、セキ㈱、積水ハウス㈱愛媛支店、㈱
ダイキアクシス、太陽光発電四国㈱、大和ハウス工業㈱愛媛支店、
フジケンエンジニアリング㈱、藤崎電機㈱愛媛営業所、㈱藤平

〈グリーン調達〉

〈ソーラーラジコンカーレースへの協賛とグリーン電力の利活用〉

社数 取引額

グリーン比率

グリーン購入・グリーン調達

グリーン調達比率

環境負担の少ない
部品・材料・設備

リサイクル

ユーザー 環境負荷低減
（モーダルシフト）

環境推進に
積極的な取引先

グリーン
調達

環境適合設計
LCA

グリーン調達の全体像

環境配慮
製品の開発

環境工程
環境負荷低減

環境配慮
製品の製造・出荷

非グリーン7％

グリーン
93％

環境報告
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〈体系的な環境教育・訓練への取り組み〉

循環型社会形成と低炭素社会実現に向けて、従業員一人ひ
とりが環境への意識と力量を高め、環境負荷低減を推進す
る必要があります。
そのために井関グループでは、全従業員を対象とした一般
環境教育、特殊作業への教育・訓練、一定の公的資格を必
要とする業務の有資格者育成と、環境負荷の難易度に応じ
た3段階の環境プログラムで教育・訓練に取り組んでいます。

〈環境関連法規順守、環境関連公的資格の取得推進〉

環境関連法規の順守は、環境保全活動の基本であることを
認識し、全従業員に対して法規順守の徹底を図っています。
また、循環型社会や低炭素社会を推進するための必要な公
的資格者確保のため、公害防止管理者や電気主任技術者、
ボイラー技士等必要な資格取得の推進に努めています。
なお、2013年3月末時点での環境関連公的資格者の人数
は、下表のとおりです。

〈一般環境教育〉 〈内部環境監査員の養成〉

環境マネジメントシステムに基づいた環境教育と、毎年受
審する外部審査機関による定期審査及び、社内で実施する
内部監査により、システムの有効性を確認しています。
井関グループでは、内部監査を充実するために計画的・定
期的に内部監査員を養成しています。なお、従業員の力量
向上が環境マネージメントシステムのPDCAによるスパイ
ラルアップのポイントであると考え、社内教育と必要に応
じて外部教育機関による集合教育等を実施しています。

〈環境教育・訓練〉

特定作業（鋳造、熱処理、塗装など）への従事者は、法的
要求事項を折り込んだ職種別育成プログラムに基づき、一
定の技能教育訓練を実施した上で作業することを要件とし
ています。
そのための教育訓練は、法規の変遷を十分調査・確認して、
環境影響、日常管理の方法、緊急時の処置などについて、
定期的に実施しています。

環境教育風景

環境教育・訓練／有資格者体系

自覚教育：全従業員

特殊作業者への訓練

公的資格者
認定者

人数資格名称
大 気
水 質
騒 音
振 動

公害防止管理者

エネルギー管理士
エネルギー管理員
電気主任技術者
ボイラー技士
高圧ガス製造保安責任者
廃棄物処理施設技術管理者
特定化学物質等作業主任者
危険物取扱者

環境関連公的資格者人数

環境教育・訓練／有資格者

井関グループでは、企業内の環境保全活動はもちろんのこ
と、家庭での省エネ、社用車・自家用車共にエコドライブ
の励行等を推進しています。環境保全への取り組みは、従
業員一人ひとりの自覚が重要であります。各種の環境教育
や井関グループ誌の発行などを通して、環境意識の高揚、
啓発に努めています。

環境報告



井関グループは、地域社会に密着して社会的貢献を果たすため、各地域ごとに様々な活動を推進しています。また、農林
水産省内に設置された「FOOD ACTION NIPPON(FAN) 推進本部」の登録第１号として参画し、各地区での地産地消運
動として食料自給率向上や地域との親睦を深め低炭素社会の推進のためCO2削減運動などに取り組んでいます。

井関農機発祥の地である井関松山製造所を始め、熊本・新潟の各製造所では、社外とのコミュニケーションの一環と
して、小学生をはじめ高校生、一般社会人の方々、及び海外からの視察の方々の工場見学を常時受け入れています。
それぞれの展示施設では、「食料自給率向上」「地産地消」に関するパネルコーナーや、各地の農産物展示、食料に関
連する資料を掲示し、食料自給率向上に向けた情報発信なども行っています。

当社ホームページ　http：//www.iseki.co.jp
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〈松山・熊本・新潟各製造所における外部とのコミニュケーション〉

井関松山製造所の見学

松山地区でのCO2削減運動 熊本地区での田植え

新潟地区でのふれあい祭り

井関熊本製造所の見学 井関新潟製造所の見学

環境コミュニケーション
環境報告

〈地域社会と密着した取り組み〉



ファーマーズ&キッズフェスタ2012
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　・実施日程： 2012年11月10日（土）～11日（日）
　・開催場所：日比谷公園
　・主　　催：ファーマーズ＆キッズフェスタ実行委員会
　　　　　　　　構成団体：公益社団法人日本農業法人協会、日本ブランド農業事業協同組合
　　　　　　　　　　　　　NPO法人日本プロ農業総合支援機構

　・電動ミニ耕うん機（エレ菜）で家庭菜園体験
　・トラクタTJV記念撮影コーナー
　・農機試乗コーナー

昨年と同様、井関ブースに多くのお客様にお越しいただきました。記念撮影コーナーでは、大型トラクタTJVを背景
に撮影、撮った写真をカレンダーに印刷してプレゼントするサービスを行いました。
エレ菜体験コーナーでは、実際に土を入れた圃場を作り、多くの子どもたちに本物さながらの農作業体験をしてもら
いました。普段なじみのない農業機械とのふれあいは、ご家族での良い思い出となり、農業や食へ関心を持っていた
だくきっかけとなったことと思います。

井関グループは、2012年11月10日（土）～11日（日）に日比谷公園で行われた「ファーマーズ＆キッズフェスタ
2012」に農業機械の展示や体験コーナーを出展しました。このイベントは全国のプロ農業者が集い「子供と農業を
つなぐ架け橋」として都会の子供たちに元気なニッポン農業を発信することを目的にしており、今回64,000人のお
客様にご来場いただきました。

井関ブース さなえちゃん、今年も大人気！ エレ菜体験コーナー

～ともに生きる  ともに育む～

◆実施概要

◆井関ブースでのイベント内容

環境報告

環境コミュニケーション



ふるさとの食にっぽんの食
全国フェスティバル
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　・実施日程： 2013年3月9日（土）～10日（日）
　・開催場所：代々木公園
　・主　　催：「ふるさとの食にっぽんの食」全国実行委員会
　　　　　　　（JA全中、JF全漁連、大日本水産会、 NHK）

　・電動ミニ耕うん機（エレ菜）で家庭菜園体験
　・トラクタBIG-T記念撮影コーナー
　・農機試乗コーナー

「ファーマーズ＆キッズフェスタ」「ふるさとの食にっぽんの食」両イベント共に、多くのお客様が井関ブースに足を
運んでくださいました。子どもたちは初めて見る機械に興味津々で、ご家族の方と共に楽しみながら農業機械を知っ
ていただけました。井関農機を広く知っていただくだけでなく、農業に携わる一企業として、子どもたちと農業をつ
なぐ架け橋の一端を担うことができたと思います。

2013年3月9日（土）～10日（日）に代々木公園で行われた「ふるさとの食にっぽんの食 全国フェスティバル」に井
関農機の商品を出展しました。2001年から始まった「ふるさとの食にっぽんの食」は地域の食文化を見つめなおし、
次世代に伝えていくことを目的としたイベントです。当日はおおむね天候に恵まれ、多くのお客様がご来場されました。

◆実施概要

◆井関ブースでのイベント内容

環境コミュニケーション
環境報告

今回のイベントでも井関ブースは盛況で、エレ菜体験コーナーや機械の展示コーナーには、順番待ちの子どもたちで
長蛇の列ができました。今回の記念撮影コーナーでは当社最大のトラクタBIG-Tが使用され、その巨大さに子供達か
ら感嘆の声が上がりました。

大型コンバイン エレ菜体験コーナー 大型トラクタと記念撮影
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認定証

※1 スクリーニング［screening］：ふるいわけ。適格審査。

不合格点未満点未満

一般金利～ 点未満～ 点未満

一般金利～ 点未満～ 点未満

特別金利Ⅰ～ 点未満

特別金利Ⅱ点以上

格付けなし

金利中堅・中小企業大企業格付け

環境
スクリーニング

約120項目
250点満点

企業

2013年2月、井関農機は日本政策投資銀行（以下「DBJ」）の「DBJ環境格付」を受審し「環境への配慮が特に先進的」
という最高ランクの格付を7回連続で取得しました。
「DBJ環境格付」とは、DBJが開発した※1スクリーニングシステムによって企業の環境経営度を評価するもので、点
数に応じて金利を優遇する世界で初めての融資メニューです。環境報告書などの情報に加え、企業自身に設問に回答
してもらった結果を基に評価・格付けしています。
審査結果は、
①厳格なアセスメントに基づく「エコ商品認定制度」を導入して環境に配慮した農業関連機器の開発を推進している点。
②疎植農営指導員の育成や営農情報誌「ふぁーむ愛らんど」の発行により、低コスト農業や疎植栽培の啓蒙啓発活動
に取り組み、農業の効率化・省資源化を通じた生態系配慮に取り組んでいる点。
③環境、品質、安全といった分野に関する従業員の改善提案を促進するため、「改善提案制度」を活用して、従業員
全員を巻き込んで環境活動を展開している点。
以上のように、連続して環境経営のレベルアップに取り組んでおり、その結果として今回連続7度目となる最高ラン
クの評価を受けました。

〈日本政策投資銀行（DBJ）の環境格付け7回連続最上位〉

環境報告

環境コミュニケーション

井関農機は生産活動における技術・技能の伝承と、今後急拡大する海外生産拠点のグローバル化対応などを目的に、
現場第一線の技術者、熟練工、監督者等の育成のため、2013年10月の発足を目指し「ヰセキテクニカルトレーニ
ングセンター（ITTC）」を設置します。新しい社屋は井関グループの井関松山製造所敷地内に建設されます。建設に
あたっては、 ①明るくシンプルな外観イメージ、 ②海外からの研修生受入を考慮した設計、 ③照明はすべてLEDを採
用するなど環境・省エネルギーを考慮した環境に優しい造りとなります。特に、海外生産拠点に対応し、井関グルー
プのものづくり技術の中心的役割を果たす発信基地となります。

〈グローバル化に対応した技術・技能伝承への取り組み〉

ITTC完成イメージ

ITTC新社屋建設位置
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〈会社概要〉

〈会社概要〉

1. 継続的改善
ISO14001に基づいた環境管理システムを順守して、環境管
理システムと環境パフォーマンスの継続的な改善を図る。

2. 環境関連法規制等の順守
環境関連法、条例及び製造所が同意した協定等を順守する。

3. 環境影響の軽減と汚染の予防
1）生産におけるCO2削減と省エネルギーの取り組み
2）廃棄物の削減、分別収集、及びリサイクル
3）化学物質の削減と適正管理
4）環境に配慮した製品設計
について、技術的、経済的に可能な範囲で、目的及び目標を
設定し、これを定期的に見直して活動展開することにより、
環境影響の軽減と汚染予防に加え、企業収益の向上を図る。

4. 地域社会への貢献
1）地域社会が抱える電力事情に対応する為に、企業市民の一
員として電気使用の効率化に努める。

2）地域社会の環境保全活動に積極的に参画する。

5. 全従業員への周知
社内広報活動及び環境教育を通じて、全従業員に環境方針を周
知し、全員参加で環境問題に取り組む。

6. 環境方針の公開
環境方針は、社外からの要望に応じて公開する。

〈環境データ〉

〈活動方針〉

愛媛県松山市馬木町700番地

608名（2013年3月31日現在）

151,000㎡

トラクタ、乗用芝刈機、乾燥機、エンジン

所　在　地

従 業 員 数

面　　　積

主 な 製 品

再資源化量
減量化量
最終処分量
最終処分率
再資源化率

エネルギー起源のCO2排出量

廃棄物と再利用

エネルギー起源のCO2排出量（生産高比）

水使用量 水使用量（生産高比）

化学物質使用量 化学物質使用量（生産高比）

1.3.5-トリメチルベンゼン
ジクロロメタン
亜鉛の水溶性化合物
エチルベンゼン
トルエン
キシレン

（株）井関松山製造所
環境報告



Environmental Report 2013
by ISEKI & CO., LTD.

〈会社概要〉

〈会社概要〉

1. 継続的改善
ISO14001に基づいた環境マネジメントシステムを順守し
て、環境パフォーマンスの継続的な改善を図る。

2. 環境関連法規制等の順守
環境関連法、条例及び製造所が同意した協定等を順守する。

3. 環境影響の軽減と汚染の予防
1）省エネルギー・省資源の推進
2）廃棄物削減の推進
3）リサイクルの取り組み拡大
について技術的、経済的に可能な範囲で目的と具体的目標
を設定し、実行及び定期的見直しの実施により、環境影響
の軽減と汚染の予防を図る。

4. 地域社会への貢献
地域社会へ福利施設の開放を図ると共に、コミュニケーション
を密にしクリーン行動等を通じ環境保全活動に参画する。

5. 環境方針の周知
社内広報活動及び環境教育を通じて、全従業員と構成員に環境
方針を周知し、全員参加で環境改善に取り組む。

6. 環境方針の公開
環境方針は、一般の人々からの要請に応じて公開する。

〈環境データ〉

〈活動方針〉

熊本県上益城郡益城町安永1400番地

294名（2013年3月31日現在）

217,000㎡

自脱コンバイン、汎用コンバイン、人参収穫機

所　在　地

従 業 員 数

面　　　積

主 な 製 品

エネルギー起源のCO2排出量 エネルギー起源のCO2排出量（生産高比）

水使用量 水使用量（生産高比）

化学物質使用量 化学物質使用量（生産高比）

1.3.5-トリメチルベンゼン
ジクロロメタン
亜鉛の水溶性化合物
エチルベンゼン
トルエン
キシレン

（株）井関熊本製造所

再資源化量
減量化量
最終処分量
最終処分率
再資源化率

廃棄物と再利用

環境報告
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〈会社概要〉

〈会社概要〉

1. 環境マネジメントシステム要求事項の順守
ISO14001に基づいた環境マネジメントシステム及び環境関
連法、条例及び、製造所が同意した協定書を順守する。

2. 継続的改善と汚染の予防
環境目標を設定、実行及び定期的な見直しを行い、環境パフォ
ーマンスの継続的改善を図る。
1）エネルギーの使用量改善
2）天然資源の使用量改善
3）廃棄物の削減とリサイクル
4）化学物質の適正管理

3. 全従業員への周知及び地域社会への貢献
社内環境活動及び環境教育を通じて全従業員に周知すると共に
地域社会とのコミュニケーションを密にして、環境保全活動を
推進する。環境方針は一般の人からの要請があれば公開するこ
とを通じて地域社会へ周知する。

4. 環境方針の公開
環境方針は、社外からの要望に応じて公開する。

〈環境データ〉

〈活動方針〉

新潟県三条市西大崎3-12-23

259名（2013年3月31日現在）

29,000㎡

田植機、籾すり機、野菜移植機、バインダ

所　在　地

従 業 員 数

面　　　積

主 な 製 品

エネルギー起源のCO2排出量 エネルギー起源のCO2排出量（生産高比）

水使用量 水使用量（生産高比）

化学物質使用量 化学物質使用量（生産高比）

1.3.5-トリメチルベンゼン
ジクロロメタン
亜鉛の水溶性化合物
エチルベンゼン
トルエン
キシレン

（株）井関新潟製造所

再資源化量
減量化量
最終処分量
最終処分率
再資源化率

廃棄物と再利用

環境報告
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〈会社概要〉

〈会社概要〉

1. 継続的改善
ISO14001に基づいた環境管理システムを順守して、環境管
理システムと環境パフォーマンスの継続的な改善を図る。

2. 環境関連法規制等の順守
環境関連法、条例及び製造所が同意した協定等を順守する。

3. 環境影響の軽減と汚染の防止
1）エネルギーの使用量低減
2）水の使用量低減
3）廃棄物の分別収集とリサイクル

4. 地域社会への貢献
1）地域社会が抱える厳しい電気事情に対処する為に、企業市
民の一員として電気使用の効率化に努める。

2）地域社会の環境保全活動に積極的に参画する。

5. 全従業員への周知
社内広報活動及び環境教育を通じて、全従業員に環境方針を周
知し、全員参加で環境問題に取り組む。

6. 環境方針の公開
環境方針は、社外からの要望に応じて公開する。

〈環境データ〉

〈活動方針〉

愛媛県松山市馬木町878番地1

240名（2013年3月31日現在）

8,959㎡

耕うん機、管理機、システム炊飯機、酢合わせ機

所　在　地

従 業 員 数

面　　　積

主 な 製 品

エネルギー起源のCO2排出量

廃棄物と再利用

エネルギー起源のCO2排出量（生産高比）

水使用量 水使用量（生産高比）

（株）井関邦栄製造所

再資源化量
減量化量
最終処分量
最終処分率
再資源化率

環境報告



報告書に関するお問い合せ先
井関農機株式会社 環境管理室
〒791-2193 愛媛県伊予郡砥部町八倉1番地
TEL：（089）957-3311（代表） FAX：（089）957-7959
E-mail:kankyo@iseki.co.jp
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